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2000年を記念して 鹿野川大橋のたもとには、年末から年始にかけて 「愛.女性塾」

の皆さんの手によって、イル ミネーショソが飾られました。

飾りには今年の干支である辰（龍）があしらわれ、2000年代へのカ

ウソトダウ‘ノと、新しい年の幕開けを記念する言葉が掲げられ、道

行く人の目を楽しませていました。

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

~99年肱川町の10大ニ ュ ース ・ ・ ・ ・・ ・ 2

浸元旦出発式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

唖町議会12月定例会・・・・・・・ ・・・・・・・・・..6 
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漫お知 らせ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

層社協だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・15

~2 月 の カレ ソ ダー・ ・ ・ ・・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ · · 22

＝森林組合だより ＝

浸枝打ちを しましょう！..・・・・・・・・・・16

衝記念には木を植えてみませんか！• • • 1 7

＝公民館報＝

漫地域に根ざした分館活動. . … •••• 18

漫歌麿版画抽選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l9

層駅伝 ・ 健康マラソ‘ノ大会・ ・・ ・・ … •20

人口 3,2 1 5人(+1) 

男 1,5 3 5人 (-1)

女 1,6 8 0人 (+2)

世帯数 1, 0 6 5描(+1) 

（平成11年12月31日現在）
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柩毯。9。⑱ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 厨 (2)

▼ 
よみがえった獣麿の版画
海を層てていた3枚の販画、 ついに再会--
虞

ぞ
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
開
催

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）

は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

巳
本
で
は
あ
ま
り
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

し
た
が
、
肱
川
町
で
は
い
ろ
い

ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

町
が
選
ん
だ
10
大
ニ
ュ
ー
ス
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

E
歌

麿

版

画

復

刻

昨
年
町
内
で
発
見
さ
れ
た
江

戸
時
代
の
浮
世
絵
師
・
喜
多
川

歌
麿
の
版
木
を
も
と
に
、
二
百

年
前
の
版
画
を
復
刻
し
ま
し
た
。

こ
の
版
画
は
三
枚
組
の

「
狐
釣

之
図
」
で
す
。

十
月
七
日
か
ら
、
風
の
博
物

館
で
開
催
し
た
「
歌
麿
版
画
復

刻
展
」
に
は
県
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
展
示
開

始
か
ら
一
カ
月
半
び
十
一
月
二

十
九
日
に
は
、
入
館
者
が
一
万

人
に
達
成
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
第
一
版
を
百
部
刷
っ

て
、
う
ち
七
十
部
を
一
組
七
十

万
円
で
販
売
す
る
よ
う
に
し
た

と
こ
ろ
、
実
に
二
千
一
一
十
五
人

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

「第
八
回
全
国
川
サ
ミ
ッ

ト．
m
肱
川
」
を
、
十
月
十

五
日
か
ら
三
日
間
の
日
程

で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
川
サ
ミ
ッ

ト
連
絡
協
議
会
と
肱
川
町

が
主
催
で
、

「
二
十
一
世

紀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
そ
れ

は
川
か
ら
始
ま
る
“

」
を

総
合
テ
ー
マ
に
、
一
級
河

川
名
を
自
治
体
名
と
す
る

全
国
の
自
治
体
が
一
堂
に

集
い
、
肱
川
流
域
の
人
々

と
共
に
川
へ
の
理
解
を
深

め
、
人
と
川
と
の
か
か
わ

り
方
を
探
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
し
た
。

平
成
四
年
に
建
設
を
受
け
入

れ
て
か
ら
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

問
題
は
進
展
が
み
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

五
月
二
十
九
日
大
野
町
長
は
、

当
町
を
訪
れ
た
中
村
松
山
市
長

位
町
長
、
山
鳥
坂
ダ
ム

3
白

紙

撤

回

発

言

町
で
は
、
こ
の
ほ
か
川
サ
ミ
ッ

ト
関
連
事
業
と
し
て
川
の
原
簿

整
備
事
業
や
、
肱
川
筏
下
り
な

ど
川
に
親
し
む
イ
ベ
ソ
ト
を
推

進
し
、
人
と
川
と
の
共
生
に
つ

い
て
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
方

向
性
を
探
り
ま
し
た
。

に、

「
来
年
の
こ
の
頃
に
は
十

三
年
度
予
算
も
分
か
る
。
そ
れ

で
も
進
展
が
な
い
場
合
、
肱
川

町
は
十
年
間
放
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
状
況
で

は
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
し
、

私
と
し
て
も
責
任
を
明
確
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
来

年
の
今
頃
ま
で
に
明
確
に
な
ら

な
け
れ
ば
受
け
入
れ
を
中
止
す

る
と
い
う
方
向
で
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
水
源
地
は
今
年

が
山
場
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と

発
言
し
ま
し
た
。

こ
の
発
言
は
各
方
面
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
が
、
一
刻
も
早

い
解
決
を
望
む
肱
川
町
は
、
ダ

ム
建
設
促
進
に
向
け
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

p～三丁｀町長、松山市長と懇談



(3）勉。用。⑱ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 臼

岩
谷
地
区
に
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
か
わ
か
み
荘
」
が
完
成
し
、

五
月
一
日
に
開
所
し
ま
し
た
。

大
洲
市
、
喜
多
郡
の
市
町
村

で
つ
く
る
大
洲
喜
多
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
務
組
合
が
設
置

し
た
も
の
で
、
総
事
業
費
は
約

十
四
億
三
千
八
百
万
円
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ

r
ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ソ
タ
ー
の
機
能
を
備
え
て

お
り
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
の

向
上
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

位
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

aか
わ

か

み

荘

開

所

昭
和
二
十
七
年
に
開
校
さ
れ

た
「
肱
川
町
立
岩
谷
小
学
校
」

が
、
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

閉
校
し
、
四
十
七
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

三
月
二
十
五
日
、
岩
谷
地
区

の
代
表
者
を
は
じ
め
関
係
者
が

出
席
し
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
思

⑥
岩
谷
小
学
校
閉
校

今
年
度
も
町
内
の
満
百
歳
以

上
の
長
寿
者
を
お
祝
い
し
ま
し

こ。t
 
3 
県高

下橋

最
安

高さ

齢ん

大
洲
市
、
喜
多
郡
内
の
五
つ

の
農
協
が
合
併
し
、
四
月
一
日

「
愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

平
成
五
年
七
月
に
大
洲
・
喜

多
地
区
農
協
合
併
研
究
会
が
発

足
し
て
以
来
、
六
年
余
り
の
研

究
協
議
が
実
を
結
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の

J

A
肱
川
本
所

は
、
現
在
「
肱
川
中
央
支
所
」

と
な
り
、
業
務
が
行
わ
れ

て
い

ま
す
。

位
農
協
合
併

0
愛
媛
た
い
き
農
協
発
足

肱
川
町
と
野
村
町
を
結
ぶ

「
国
道

1
9
7
号

・
鹿
野
川
道

路
（
鹿
野
川
ダ
ム
か
ら
坂
石
ま

で
の
区
間
）
」
が
全
線
開
通
し
、

六
月
二
十
六
日
か
ら
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
。

こ
の
ほ
か
、
町
内
で
は
中
野

小
学
校
プ
ー
ル
、
県
営
農
道
久

下
ー
大
屋
敷
線
、
河
辺
橋
、
新

赤
岩
橋
な
ど
の
公
共
施
設
が
次
々

と
完
成
し
、
生
活
の
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

位

国

道

1

9

7
号

g
鹿
野
川
道
路
開
通

い
出
の
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。

「
肱
川
町
歯
科
診
療
所
」
は、

昭
和
四
十
二
年
九
月
に
開
設
さ

れ
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
は
現

在
の
保
健
セ
ソ
タ
ー
横
で
開
業

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
長
年
勤
め
て
い

た
だ
い
た
歯
科
医
師
の
肱
川
明

先
生
の
退
職
に
よ
り
廃
業
が
決

ま
り
、
十
二
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。

3
肱
川
町
歯
科
診
療
所

，

閉

鎖

最
高
齢
者
は
、
上

嵯
餓
谷
の
高
橋
安
一

さ
ん
（
明
治
二
十
七

年
生
ま
れ
）
で
百
四

歳
で
す
。
な
お
、
高

橋
さ
ん
は
県
内
で
も

最
高
齢
に
な
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
百
歳
以

上
は
、
大
越
モ
ト
ヱ

さ
ん
、
櫻
田
ミ
サ
ヲ
さ
ん
、
米

田
フ
ク
ヱ
さ
ん
、
上
野
サ
カ
ヱ

さ
ん
、
栗
田
ク
ニ
ヱ
さ
ん
、
坂

井
キ
ミ
ヱ
さ
ん
、
の
六
人
の
方

が
お
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
。

匝
大
谷
自
治
会
発
足

大
谷
地
区
内
の
全
て
の
組
織

を
包
括
し
た
新
し
い
組
織

「
大

谷
自
治
会
」
が
、
．
四
月
一
日
に

発
足
し
ま
し
た
。

自
治
会
は
、
地
域
振
興
、
社

会
教
育
、
福
祉
衛
生
、
行
政
の

四
つ
の
部
会
で
構
成
さ
れ
、
従

来
の
公
民
館
分
館
、
婦
人
会
、

営
農
林
推
進
会
議
、
大
谷
を
考

え
る
会
等
の
活
動
を
含
め
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
議
会
は
、
九
月

の
定
例
会
で
第
一
―1
0
0
回

を
数
え
ま
し
た
。

＠
 

こ
れ
を
記
念
し
て
十
一
月
十

一
日
、
議
会
と
町
の
関
係
者
に

よ
り
風
の
博
物
館
前
で
の
植
樹

（
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。



勲。9。⑳ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） ，暴 (4)
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肱
川
郵
便
局
で
は
一
月
一
日
、
恒

例
の
元
旦
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
式
典
が

行
わ
れ
、
大
谷
局
長
や
来
賓
の
松
本

議
長
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
十

三
台
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
年
賀
配
達
に

出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
暖
か

い
お
正
月
で
し
た
。
町
内
各
家
庭
に

は
、
八
万
通
余
り
年
賀
状
が
配
達
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
暦
二

0
0
0年
の
記
念

ス
タ
ソ
プ
が
押
さ
れ
た
メ
モ
リ
ア
ル

年
賀
カ
ー
ド
な
ど
も
用
意
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

'̀ ふ旦虫

十
二
支
中
唯
一
の

空
想
の
動
物

え

と

十
二
支
の
五
番
目
の
干
支
で

あ
る
辰
〈
た
つ
〉
は
、
十
二
支

中
の
た
だ
―
つ
の
空
想
上
の
動

物
で
す
。
一
般
に
は
「
竜
」
と

書
き
、

「
タ
ツ
」
ま
た
「
リ
ュ
ウ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

竜
の
伝
説
は
世
界
各
地
に
分

布
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
・

で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今

年

は

展

年

日
本
で
は
竜
は
神
聖
視
さ
れ

て
お
り
、
古
代
神
話
に
も
竜
が

水
や
雨
を
つ
か
さ
ど
る

竜
神
、
水
神
の
シ
ン
ボ
ル

そ
の
姿
は
、
お
お
む
ね
ヘ
ビ

や
ト
カ
ゲ
の
よ
う
な
体
に
、
角

を
も
っ
た
猛
禽
類
か
猛
獣
の
頭
、

そ
れ
に
翼
を
組
み
合
わ
せ
た
形

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

竜
の
性
格
や
役
割
も
、
悪
役
に

な
っ
た
り
、
神
聖
な
動
物
と
し

て
扱
わ
れ
た
り
と
、
地
域
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
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I センサスを活かして築く新世紀 ！ 
2000年世界農林業センサス ： 

， 平成12年2月1日調査 ！ 

i 農林水産省 i 

l ◇農林水産省では、平成12年2月1日現在で世界農林業セン l 
I サスを実施します。 1 

i ◇ 農林業セ‘ノサスは、農林業の実態を明らかにし国，都道 i 
i 府県，市区町村はもちろん、各方面にわたり広く利用でき i 
I る総合的な統計資料を得るために実施します。 i 

i ◇ 農林業セ‘ノサスは、全国のすべての農家，林家など農林 ！ 
i 業を営む事業体のほか、農業・林業サービス事業体，農業 I 
i 集落，林業地域を対象として行う極めて大規模な調査で、 ！ 
！ 「農林業に関する国勢調査」ともいうべぎ大切な調査です。 i 

i 一皆様方の御協力をお願いします。 ー ！ 
し、一、一9-身一身一 9-•一•一9- •一a-•一ヽ—•一9-•一0-•一•一9-•一·_，一9-·_、一9-、一9-•-------、一a--”_、一身＿、一•一”—a —•一9-•-•一9ー·ー9-•一9一9-•一·-•ー·-•-•-•一‘--、一0-0-•一0-•一•一•一0-9一·ー·---)

困
難
を
乗
り
越
え
て

躍
進
す
る
年
へ

登
場
し
て
い
ま
す
。

『
古
事
記
』
『
日
本
書
記
』

に
は
、
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
の
産
屋

で
の
変
身
を
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ

ミ
コ
ト
が
見
る
く
だ
り
が
あ
り

や

ひ

ろ

ま
す
が
、
古
事
記
で
は
八
尋
の

ワ
ニ
に
な
っ
た
と
あ
り
、
日
本

書
記
に
は

「
竜
と
な
り
ぬ
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
竜
は
雲
を
呼
び
、
雨

を
降
ら
せ
る
神
と
し
て
古
く
か

ら
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
日
本
各

地
に
竜
神
・
水
神
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。

「
竜
」
の
つ
く
言
葉
で
は
、

が

り
ょ
う
て
ん
せ

、

「
竜
頭
蛇
尾
」
「
画
竜
点
睛
」

「
笠
竜
門
」
な
ど
、
中
国
の
故

事
に
由
来
す
る
言
葉
が
よ
く
知

ら
れ
ま
す
。

「
登
竜
門
」
は
、
黄
河
上
流

の
急
流
の
峡
谷
、
竜
門
を
の
ぼ

り
き
っ
た
魚
が
竜
に
変
わ
っ
た

と
い
う
伝
説
か
ら
、
成
功
へ
の

一
歩
と
な
る
難
関
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

辰
年
に
あ
や
か
っ
て
、
今
年

は
難
関
を
突
破
し
、
飛
躍
の
年

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
町
内
に
は
年
男
が

百
三
十
二
人
、
年
女
の
方
は
百

四
十
四
人
お
ら
れ
ま
す
。
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野
菜
の
皮
む
き
に
挑
戦

十
二
月
十
五
日
に
、
幼
児
教

室
を
開
催
し
、
親
子
で
料
理
を

楽
し
み
ま
し
た
。
八
組
の
親
子

が
参
加
し
、
人
参
・
ジ
ャ
ガ
芋
・

玉
ね
ぎ
、
牛
肉
等
の
皮
む
き
や
、

材
料
切
り
を
し
ま
し
た
。

母
親
た
ち
の
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド

キ
ド
キ
の
心
配
を
よ
そ
に
、
十

二
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し

そ
う
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

一
時
間
後
に
は
、
自
分
た
ち

の
切
っ
た
材
料
が
ガ
レ
ー
ラ
イ

ス
に
な
り
、
み
ん
な
が
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

幼
児
教
室
で

カ
レ
—
作
り
に

挑
戦
し
た
よ
！

十
二
月
二
十
日
か
ら
の
三
日

間
は
、
こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込

み
で
し
た
。

朝
方
の
雪
は
真
っ
白
に
降
り

積
も
り
、
町
内
各
地
で
除
雪
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

厠走の肱J軋
冷え込む

町内で積雪

庖
丁
に
は
気
を
つ
け
て
ネ

グレーダーでの除雪

確
定
申
告
書
は

ご
自
分
で
記
載
し
て

提
出
を

（
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
正
じ
ぐ
は
お
早
め
に
）

平
成
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、
贈

与
税
の
確
定
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日
で
す
。
期
間
中
、
大
洲
税
務

署
で
は
、
申
告
書
の
書
き
方
等
で
わ
か
ら
な
い
方
の
た
め
に
記
載
方

法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
確
定
申

告
期
間
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

糸
※
※
※
※
※
※
※
来
糸
※
帝
帝
※
※
※
糸
帝
※
※
↓
苧
帝
帝
帝
糸
※
※
※
※
※
帝
※
※
※
※
・
ヤ
＇

大
洲
税
務
署
の
窓
口
に
は
、

分
か
り
や
す
い

「
申
告
書
の
書

き
方
」
や
「
説
明
書
」
を
備
え

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
参
考
に
で
き
る
だ
け
ご
自

分
で
記
載
し
て
、
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
分
か

り
や
す
い
申
告
書
の
書
ぎ
方
等

は
、
肱
川
町
税
務
係
に
も
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

従
来
、
大
洲
税
務
署
職
員
が

市
町
村
を
訪
問
し
、
直
接
、
納

税
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
、

い
わ
ゆ
る

「
出
張
納
税
相
談
」

は
本
年
度
（
平
成
十
二
年
二
月
）

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
、
資
産

税
（
贈
与
税
・
譲
渡
所
得
・
山

林
所
得
）
と
営
業
所
得
等
の
納

税
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大

洲
税
務
署
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
署
対
応
の

出
張
納
税
柑
談
の

廃
止
に
つ
い
て



柩毯。〗。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります

町議会本会議の模様（理事者側）

現
在
、
肱
川
町
に
は
誘
致
し

た
企
業
が
二
社
あ
り
ま
す
。

近
年
の
不
況
の
中
、
電
子
部

品
メ
ー
カ
ー
の
一
社
に
つ
い
て

は
、
親
会
社
の
事
業
縮
小
、
大

幅
な
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
る
影

響
を
受
け
て
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
も
う
一
社
の
婦
人
服

製
造
業
に
お
い
て
も
、
一
度
倒

産
し
て
再
起
を
図
っ
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
何
分

に
も
今
の
不
況
で
経
営
状
態
は

誘
致
し
た
企
業
の

支
援
に
つ
い
て

藤

川

貢

議

員

（町民憲章） 屈 (6)

歌麿館建設へ

特別会計の設筐条例可決

1町議会12月定例会 I

第
三
〇
＿
回
肱
川
町
議
会
十
二
月
定
例
会
が
、
十
二
月
十

七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
町
長

か
ら
提
出
し
た
二
十
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、

肱
川
町
歯
科
診
療
所
設
置
条
例
の
廃
止
、
肱
川
町
特
別
会
計

条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正

予
算
な
ど
で
す
。

一
般
質
問
は
、
次
の
三
人
の
議
員
か
ら
五
項
目
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
変
悪
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
新
た
な
企
業
誘
致
も

条
件
的
に
は
悪
く
、
来
て
く
れ

る
企
業
も
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す。
そ
こ
で
、
町
と
し
て
今
あ
る

企
業
を
で
き
る
限
り
支
援
し
て
、

若
者
や
中
高
年
者
の
雇
用
の
場

と
し
て
確
保
し
、
町
外
へ
の
人

の
流
出
を
食
い
止
め
る
こ
と
が

肱
川
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
肱
川
町
は
企
業
の

健
全
な
育
成
を
図
り
、
ま
た
産

業
振
興
等
町
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
企
業
誘
致
規
程

を
定
め
て
お
り
ま
す
。
内
容
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
用
地
、
用

水
、
毒
力
、
道
路
、
上
下
水
道
、

雇
用
促
進
、
財
産
関
係
あ
る
い

は
融
資
関
係
こ
う
い
っ
た
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
、
町
と
し
て
も

支
援
協
力
を
す
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。企
業
の
地
域
貢
献
は
非
常
に

大
き
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

し
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
ご
相
談
に

応
じ
て
取
り
組
み
を
い
た
し
ま

す
が
、
何
分
企
業
は
本
質
的
に

は
経
済
活
動
と
し
て
や
っ
て
お

ゴ
ミ
の
放
置
、
投
げ

捨
て
防
止
に
つ
い
て

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
努
力
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
あ

り
ま
す
。

ご
意
見
の
ご
と
く
企
業
は
大

変
不
況
の
中
で
の
状
況
で
あ
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
住
民

の
皆
様
に
も
企
業
の
地
域
社
会

の
貢
献
等
に
つ
き
ま
す
役
割
を

果
た
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
い

て
、
で
き
る
だ
け
の
協
力
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
を

し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

今
、
ゴ
ミ
問
題
は
全
国
的
に

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
快
適
な
文
化
生
活
を
営
む

た
め
に
は
、
ゴ

ミ
は
つ
き
も
の

と
思
う
考
え
を
捨
て
て
、
一
人

一
人
が

こ
の
問
題
に
対
し
て
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
道
な
ど
で
は
、
車
で
走
り

な
が
ら
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
缶
な

ど
を
投
げ
捨
て
て
い
る
人
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
紙

お
む
つ
、
弁
当
の
空
箱
な
ど
の

放
置
も
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
に
は
、
法
的
に
取
り

締
ま
る
こ
と
が
必
要
か
と
思
い

ま
す
。
町
は
、
条
例
を
定
め
、
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悪
質
な
人
に
つ
い
て
は
罰
金
を

科
す
よ
う
に
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、
町
内
の
林
道
な
ど
に

お
い
て
も
、
自
動
車
の
廃
車
な

ど
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
、
川
サ
ミ
ッ
ト
も
当

町
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

ゴ
ミ
の
な
い
町
、
ク
リ
ー
ソ
な

肱
川
町
の
看
板
を
掲
げ
て
、
ゴ

ミ
の
放
置
、
投
げ
捨
て
防
止
運

動
を
広
げ
て
い
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
町
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
ゴ
ミ
の
放
置
、
投

げ
捨
て
に
つ
い
て
は
、
最
近
大

量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃

棄
の
社
会
す
う
勢
と
い
う
も
の

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生

で
あ
り
ま
す
と
か
、
最
小
の
処

分
場
の
問
題
等
も
抱
え
込
む
こ

答
弁
す
る
町
長

と
に
な
り
ま
し
て
、
大
変
な
こ

と
に
将
来
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
い
う
よ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。
投
げ
捨
て
の
量
は
、

年
間
七
万
ト
ン
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
し
、
ま
た
、
空
き
缶
も

二
億
個
は
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い

る
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

豊
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
あ
る
い

は
マ
ナ
—
が
悪
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
奉
仕
活

動
で
空
き
缶
等
を
拾
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
非
常
に

残
念
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。法的
な
措
置
と
し
ま
し
て
は
、

環
境
条
例
で
あ
り
ま
す
と
か
、

自
然
公
園
法
で
あ
り
ま
す
と
か
、

道
路
交
通
法
で
あ
り
ま
す
と
か

い
ろ
ん
な
法
律
で
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
も
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。

来
年
度
川
サ
ミ
ッ
ト
が
実
施

さ
れ
ま
す
宮
川
村
で
は
、
既
に

村
条
例
の
罰
則
等
の
規
定
を
設

け
ら
れ
、
環
境
美
化
に
努
め
て

お
ら
れ
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と

も
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

と
し
て
も
ま
た
検
討
を
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

予
子
林
地
域
で
は
、
ゴ
ミ
の

問
題
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ

私
た
ち
の
住
ん

で
い
る
肱
川

二
十
一
世
紀
に
残
す

も
の
に
つ
い
て

泉

福

男

議

員

ん
が
積
極
的
に
取
り
組
み
を
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
大
谷
地
区

で
は
奉
仕
活
動
等
に
学
校
の
生

徒
さ
ん
も
参
加
を
さ
れ
る
と
い

う
ふ
う
な
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し

て
、
そ
の
結
果
が
不
法
投
棄
が

少
な
く
な
っ
た
と
い
う
ふ
う
な

こ
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

IBJ
内
に
お
い
て
も
、
そ
う
い

う
住
民
の
皆
さ
ん
自
身
の
中
か

ら
い
ろ
ん
な
動
き
も
で
て
き
て

お
る
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
非
常
に
有
り
難
く
思
っ

て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、

川
サ
ミ
ッ
ト

を
―
つ
の
機
会
と
し
ま
し
て
、

美
し
い
川
を
残
し
て
い
く
と
い

う
ふ
う
な
こ
と
を
、

皆
さ
ん
意

識
を
あ
る
程
度
持
っ
て
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
さ
ん
た
ち
に
も
自
然
の
大

切
さ
、
自
然
の
脅
威
な
ど
川
に

学
ぷ
輪
を
作
っ
て
い
く
よ
う
な

努
力
も
し
、
環
境
保
全
を
図
っ

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
は
な
い

か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

町
に
は
、
県
指
定
天
然
記
念
物

の
三
島
神
社
の
イ
チ
イ
ガ
シ
や
、

町
指
定
の
文
化
財
、
天
然
記
念

物
、
史
跡
な
ど
、
二
十
八
か
所

あ
り
ま
す
。

文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
場

合
、
肱
川
町
文
化
財
保
護
審
議

会
で
そ
の
都
度
審
査
さ
れ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
次
の
審

議
会
を
開
催
さ
れ
る
際
に
は
、

年
々
町
か
ら
消
え
て
い
く
昔
の

民
家
、
棚
田
、
鎮
守
の
森
な
ど

を
幅
広
く
指
定
し
て
、
保
存
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
ご
意
見
に
賛

成
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、

指
定
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ

う
な
こ
と
を
、
地
域
を
回
っ
て

立
派
な
樹
木
等
を
見
受
け
る
た

び
に
感
じ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す。
そ
の
他
、
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
民
家
、
棚
田
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
意
貝
も
良
く
分
か
り

ま
す
し
、
合
申
し
上
げ
ま
し
た

よ
う
に
総
体
的
に
お
気
持
ち
と

し
て
は
賛
成
で
あ
り
ま
す
が
、

実
際
問
題
と
な
り
ま
す
と
こ
れ

は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う

〔
教
育
長
〕
肱
川
町
の
文
化
財

は
、
県
と
町
と
合
わ
せ
て
二
十

八
件
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
内
訳

は
有
形
文
化
財
が
四
、
無
形
文

化
財
が
二
、
天
然
記
念
物
と
史

跡
が
そ
れ
ぞ
れ
十
一
で
ご
ざ
い

ま
す
。文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
年

に
二
回
開
い
て
お
り
ま
す
。
そ

の
審
議
会
の
最
近
の
会
で
、
現

在
指
定
を
さ
れ
て
お
る
も
の
以

外
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
検

討
し
ま
し
た
。
山
城
な
ど
が
三

十
一
、
天
然
記
念
物
が
三
十
五
、

有
形
文
化
財
が
六
、
史
跡
が
五
、

合
わ
せ
て
七
十
七
件
程
の
考
え

ら
れ
る
も
の
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討
を

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
会
で
は
、

改
め
て
追
加
を
す
る
よ
う
な
も

の
は
特
に
出
な
か
っ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
ご
質
問
の
あ
り
ま
し
た

昔
の
民
家
、
棚
田
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
審
議
会
で
は
審
議
を
す

る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
文
化
財
と
し

ま
し
て
は
、
昔
の
民
家
、
棚
田

関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
非
常

に
こ
の
名
勝
的
な
も
の
が
あ
り
、

芸
術
性
が
あ
り
観
賞
上
価
値
の

高
い
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、

も
ち
ろ
ん
指
定
を
す
る
こ
と
が

に
想
像
さ
れ
ま
す
。
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で
き
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
分
県
に
こ
の
指
定
の
例
が

あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

全
国
的
に
言
い
ま
す
と
非
常
に

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

鎮
守
の
森
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
居
谷
の
八
幡
神
社
の
社
叢
、

そ
れ
か
ら
予
子
林
の
客
神
社
の

社
叢
が
ご
ざ
い
ま
す
。

令
後
事
務
局
と
文
化
財
保
護

審
議
会
と
に
ご
相
談
を
い
た
し

ま
し
て
、
指
定
を
す
べ
き
も
の

が
あ
る
か
ど
う
か
検
討
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

歌
麿
の
版
画
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
努
力

に
よ
っ
て
二
百
年
前
の
版
画
が

肱
川
町
で
復
刻
し
た
事
は
、
私

た
ち
町
民
に
と
っ
て
大
変
う
れ

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
風
の
博
物
館
で
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
特
別
展
示
の
入

場
者
も
、
十
一
月
三
十
日
現
在

で
一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
初

版
の
版
画
購
入
申
込
者
も
二
千

二
百
五
十
人
で
、
十
六
日
に
抽

選
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

予
想
以
上
に
全
国
の
多
く
の

人
た
ち
が
版
画
に
関
心
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
驚
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
四
点

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

一
点
目
は
、
歌
麿
館
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
歌
麿
館
を
風

の
博
物
館
付
近
、
ま
た
計
画
を

さ
れ
て
お
る
道
の
駅
付
近
に
と

噂
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
十

七
日
の
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
、

風
の
博
物
館
付
近
に
十
二
年
に

建
設
し
、
十
三
年
度
オ
ー
プ
ソ

と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私

は
今
の
版
画
が
い
つ
ま
で
人
気

が
続
く
の
か
心
配
を
し
て
お
り

歌
麿
の
版
画
に

つ

い

て

〔町
ま
す
。
当
分
の
間
、
展
示
は
風

の
博
物
館
を
利
用
し
、
歌
麿
館

の
建
設
に
つ
い
て
は
少
し
様
子

を
見
て
か
ら
に
し
て
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

二
点
目
と
し
て
、
版
画
の
再

版
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
今

回
の
版
画
は
、
初
版
百
組
で
内

三
十
組
は
町
で
管
理
し
、
残
り

七
十
組
は
一
組
七
十
万
円
で
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
再
版

は
四
十
万
円
で
販
売
さ
れ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
再
版
の
数

に
つ
い
て
は
三
十
組
と
か
五
十

組
と
か
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

再
版
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。三
点
目
に
、
今
後
の
版
画
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
風
の
博
物
館
の
展
示
は
一

月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
後
展
示
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

四
点
目
と
し
て
、
版
画
の
販

売
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
売

上
金
は
歌
麿
関
係
に
使
用
す
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ど
ん
な

も
の
に
使
わ
れ
る
考
え
な
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

長
〕
歌
麿
版
画
の
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の

と
お
り
町
内
よ
り
版
木
が
二
つ

発
見
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
な
こ

と
で
、
町
と
し
ま
し
て
も
各
方

面
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
一
組
の
「
狐
釣
之
図
」
の
版

画
の
復
元
の
事
業
に
取
り
組
ん

だ
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
立
派

に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

て
う
れ
し
く
思
っ
て
お
る
わ
け

で
す
が
、
ご
意
見
の
と
お
り
特

別
展
を
行
い
ま
し
て
、
・
入
場
者

も
沢
山
来
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
初
版
の
版
画
の
申
込
者

も
実
数
は
二
千
四
百
四
十
六
人

あ
り
ま
し
た
が
、
重
な
る
方
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
そ
の
方
は
ご

遠
慮
い
た
だ
き
ま
し
て
、
整
理

を
い
た
し
ま
し
た
数
字
が
二
千

二
十
五
人
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

方
の
抽
選
を
十
六
日
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変

多
く
の
方
が
版
画
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、

私
自
身
も
非
常
に
驚
い
て
お
る

ょ
う
な
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
再
版
と
言
い
ま
す
か
後

刷
り
の
分
の
販
売
に
つ
き
ま
し

て
は
、
四
月
以
降
か
ら
販
売
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
を
報
道
関

係
者
に
も
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
事
で
取
り
組
み
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

現
在
各
方
面
か
ら
問
い
合
わ

せ
も
い
た
だ
い
て
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
刷

る
か
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
は
希

望
者
の
状
況
等
も
把
握
し
、
そ

し
て
ま
た
関
係
者
と
も
協
議
を

い
た
し
ま
し
て
作
業
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
い
く

ら
出
そ
う
と
思
っ
て
も
業
者
の

取
り
組
み
が
ど
う
い
う
ペ
ー
ス

で
や
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
、

そ
の
辺
も
全
く
不
明
で
あ
り
ま

す
の
で
、
合
か
ら
い
ろ
い
ろ
協

議
を
い
た
し
ま
し
て
そ
の
数
量

等
も
決
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

第
二
点
の
歌
麿
館
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
建
物
に
つ
い
て
は
少

し
考
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
ご
意
見
も
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
私
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
こ
れ
だ
け
の
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
ま
た
、

多
く
の
方
か
ら
期
待
も
さ
れ
て

お
る
と
い
う
ふ
う
な
事
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
こ
の
大
き
な
波

を
将
来
の
安
定
し
た
波
に
ど
う

つ
な
い
で
い
く
か
、
と
い
う
こ

と
が
行
政
の
課
題
で
は
な
い
か

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す。
そ
う
し
ま
す
と
、
展
示
等
も

一
月
で
終
わ
る
よ
う
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
風
の

博
物
館
を
歌
麿
だ
け
で
占
領
を
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い
た
し
ま
す
と
他
の
展
示
が
で

き
ま
せ
ん
。
当
初
の
計
画
に
あ

り
ま
す
風
の
博
物
館
と
し
て
い

ろ
ん
な
事
業
も
あ
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
か
ら
、
常
設
的
に
歌

麿
の
展
示
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
で
歌
麿
館
の
建
設
を

し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

歌
麿
館
は
博
物
館
の
横
へ
と

い
う
ふ
う
な
こ
と
も
、
話
と
し

て
私
に
い
ろ
い
ろ
質
問
が
あ
り

ま
す
と
新
聞
に
も
出
た
り
す
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
場
所

に
つ
き
ま
し
て
も
全
て
こ
れ
か

ら
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
執
行
と
い

う
も
の
は
、
提
案
を
せ
ず
に
物

事
を
進
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
わ
け
で
、
提
案
と
い
う
の
が

―
つ
の
基
礎
に
な
り
ま
し
て
、

そ
れ
を
皆
様
方
に
ご
判
断
を
い

た
だ
い
て
実
施
に
結
ば
れ
て
い

く
と
い
う
ふ
う
な
筋
道
で
あ
ろ

う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
私
の
考
え
方
を
ご
説
明

を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
そ
れ
を

基
礎
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
ご
判

断
を
い
た
だ
き
た
い
、
と
か
よ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
先
程
と
関
連
が
あ

る
わ
け
で
す
が
、
第
三
点
の
展

示
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
ふ
う

な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一

月
末
日
で
展
示
が
終
わ
る
と
い

う
計
画
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
す
ぐ
花
の
季
節

が
や
っ
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
春
に
な
り
ま
す
と
花
の

季
節
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
も

非
常
に
多
い
わ
け
で
す
か
ら
、

展
示
を
し
て
、
見
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
ま

す
と
、
三
月
か
ら
四
月
と
い
う

ふ
う
な
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

展
示
を
引
き
続
き
継
続
し
て
い

く
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
。
そ
う
し
ま
す
と
常
設
で
展

示
が
で
き
る
施
設
が
欲
し
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
で
、
展

示
に
つ
き
ま
し
て
は
合
後
三
月

か
ら
四
月
ま
で
展
示
を
す
る
か

し
な
い
か
、
こ
れ
も
ま
だ
決
め

て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
問
題
と
し
て
、
す
ぐ

に
そ
う
い
う
問
題
が
出
て
く
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
や

は
り
歌
麿
館
の
建
設
を
す
る
と

す
れ
ば
な
る
べ
く
早
く
や
っ
て
、

こ
の
―
つ
の
歌
麿
の
反
響
と
い

う
も
の
を
、
安
定
し
た
波
に
持
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
販
売
に
つ
き
ま
し

て
は
、
後
程
特
別
会
計
の
提
案

山
鳥
坂
ダ
ム
の
対
応

に
つ
い
て

渡
辺
弘
務
議
員

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
ま
た
提
案
理
由
等
で
申
し
上

げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
利
益
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、

町
の
文
化
事
業
と
し
て
教
育
委

員
会
の
所
管
で
進
め
る
事
業
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
施
設
に
つ
い
て
は
町
が
建

設
を
し
て
一
般
会
計
で
や
っ
て

い
く
、
中
身
の
充
実
に
つ
い
て

は
売
上
金
等
を
充
当
し
て
い
く

と
い
う
の
が
、
基
本
的
な
考
え

で
あ
り
ま
す
。

予
備
調
査
か
ら
約
十
八
年
経

過
し
、
や
が
て
十
九
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
ま
だ
山
鳥
坂
ダ
ム

の
着
工
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

町
長
及
び
議
長
、
ダ
ム
対
策
特

別
委
員
長
が
十
月
二
十
六
日
に

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
長
へ
、

ま
た
十
二
月
三
日
に
は
愛
媛
県

知
事
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
山
鳥

坂
ダ
ム
の
早
期
着
工
の
陳
情
を

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
ど
の

よ
う
な
回
答
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
、
町
長
は
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
の
か
を

お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
停
滞
し
て
お
り
ま

す
ダ
ム
問
題
の
促
進
、
解
決
は

肱
川
町
最
大
の
課
顆
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
対
し
ま
し

て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を

い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

松
山
市
長
ご
就
任
に
当
た
り
、

五
月
二
十
八
日
肱
川
町
へ
ご
あ

い
さ
つ
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。

十
三
年
度
の
予
算
内
容
が
わ

か
り
ま
す
と
、
ダ
ム
建
設
受
け

入
れ
か
ら
十
年
目
に
な
り
ま
す
。

私
と
し
ま
し
て
は
、
十
三
年
度

に
お
い
て
転
換
が
は
か
ら
れ
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
十
年
目
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
肱
川
町
と
し
て
も
一

つ
の
決
断
の
時
期
と
い
た
し
た

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
な
気
持

ち
を
申
し
上
げ
、
私
一
人
の
努

カ
で
は
な
か
な
か
で
き
そ
う
に

も
な
い
の
で
、
受
益
地
域
で
あ

り
ま
す
中
予
地
域
に
お
い
て
も
、

共
に
お
骨
折
り
を
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
こ
の
問
題
は
な
か
な
か

解
決
し
そ
う
に
な
い
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
ふ

う
な
お
話
を
申
し
上
げ
て
お
っ

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
報
道

機
関
の
皆
さ
ん
が
報
道
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
へ
素
早
く
伝
達
が
な
さ
れ

ま
し
て
、
ご
承
知
を
い
た
だ
い

て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を

公
式
に
申
し
上
げ
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
建
設
省
四

国
地
方
建
設
局
と
県
知
事
へ
そ

の
気
持
ち
を
公
式
に
申
し
入
れ

を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
際
地

域
の
実
情
を
お
話
申
し
上
げ
て
、

転
換
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
た

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
ご
回
答

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
ダ
ム
立

地
の
肱
川
町
、
そ
し
て
ま
た
受

け
入
れ
を
し
て
お
り
ま
す
IBJ
の

実
情
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
を

し
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
ふ
う

な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
長

か
ら
は
、
「
山
鳥
坂
ダ
ム
は
中

予
分
水
、
上
下
流
問
題
等
複
雑

で
あ
る
が
、
肱
川
町
の
立
場
は

十
分
受
け
止
め
努
力
し
て
い
る
」

と
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
て
、

「
来
年
五
＼
六
月
に
は
目
処
を

つ
け
る
。
も
う
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
ふ
う
な

明
確
な
回
答
も
も
ら
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
県
知
事
か
ら
は
、
肱
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川
町
の
気
持
ち
は
十
分
理
解
を

し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
「
建

設
省
が
長
浜
町
の
懸
念
事
項
の

調
査
を
し
て
お
り
、
来
年
度
早
々

に
は
回
答
を
す
る
と
聞
い
て
お

る
。
県
と
し
て
も
そ
れ
が
問
顆

解
決
の
切
り
口
に
な
る
も
の
と

期
待
を
し
て
い
る
」
と
い
う
ふ

う
な
回
答
を
得
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
私
の
感

触
と
い
た
し
ま
し
て
も
山
は
動

く
と
い
う
ふ
う
な
気
持
ち
を
持
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
動

く
か
は
ち
ょ
っ
と
ま
だ
わ
か
ら

な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
今
後
と

も
ひ
と
つ
努
力
を
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
決
さ
れ
た
議
案

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
中
塚
忠
氏
（
肱
川
町
大
字

大
谷
一
八
三

0
番
地
）
が
再
任

さ
れ
た
。

谷
田
菩
和
氏
（
肱
川
町
大
字

山
鳥
坂
二
九
五
六
番
地
）
が
新

た
に
選
任
さ
れ
た
。

◎
肱
川
町
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
、
高
齢
化
福
祉
の

充
実
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
部
局
ご
と
の
職
員
の
定

数
が
改
正
さ
れ
た
。

◎
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
の
懲
戒
制
度

の
改
正
に
伴
い
、
退
職
出
向
前

の
在
職
期
間
中
の
非
違
行
為
に

つ
い
て
、
復
職
後
懲
戒
処
分
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
一
部
が

改
正
さ
れ
た
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

給
料
表
、
期
末
手
当
、
住
居

手
当
て
が
改
正
さ
れ
た
。

◎
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
。

◎
肱
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

歌
麿
版
画
に
関
す
る
特
別
会

計
を
設
け
る
と
と
も
に
、
現
在

設
置
し
て
い
な
い
土
地
取
得
特

別
会
計
を
削
除
す
る
よ
う
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
た
。

◎
肱
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

米
穀
に
対
す
る
国
庫
補
助
金

の
廃
止
及
び
給
食
の
内
容
充
実

の
た
め
、
給
食
料
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
。

◎
肱
川
町
歯
科
診
療
所
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

歯
科
診
療
所
の
廃
業
に
伴
い
、

肱
川
町
餡
科
診
療
所
設
置
条
例

が
廃
止
さ
れ
た
。

◎
土
地
取
得
特
別
会
計
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

士
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

喜
多
郡
内
陸
部
土
地
開
発
公
社

に
お
い
て
行
っ
て
お
り
、
条
例

が
廃
止
さ
れ
た
。

◎
肱
川
町
過
疎
地
域
活
性
化
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

産
業
の
振
興
、
交
通
通
信
体

系
の
整
備
事
業
が
追
加
さ
れ
た
。

◎
大
洲
喜
夕
裟
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
と
み
す
寮
の
建
設
に
伴
い
、

組
合
の
事
務
所
の
位
置
を
変
更

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
規
約

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

◎
平
成
十
一
年
度
肱
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千
七

百
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
三

十
六
億
六
千
万
円
と
し
た
。

◎
平
成
十
一
年
度
肱
川
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
八

百
二
十
九
万
六
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
二
億
八
千
六
百
四
十
七

万
四
千
円
と
し
た
。

◎
平
成
十
一
年
度
肱
川
町
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
十
五

万
三
千
円
を
追
加
し
、
総
額
一

億
三
百
九
十
二
万
八
千
円
と
し

こ。f
 

◎
平
成
十
＿
年
度
肱
川
町
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
＿
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
二

十
万
円
を
追
加
し
、
総
額
八
百

四
十
万
円
と
し
た
。

◎
平
成
十
＿
年
度
肱
川
町
歌
麿

館
運
営
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
百

八
十
万
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

①
平
成
十
一
年
度
農
村
総
合
整

備
事
業
正
山
地
区
農
業
集
落

道
整
備
工
事

工
事
費

一
億
八
百
十
五
万
円

相
手
方
川
上
建
設
有
限
会
社

②
平
成
十
一
年
度
市
町
村
道
路

整
備
事
業
補
第
九
十
二
号
町

道
公
園
清
水
橋
線
道
路
改
良

工
事
工
事
費

七
千
八
百
二
十
二
万
五
千
円

相
手
方
株
式
会
社
ひ
じ
建
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近
年
、
地
球
環
境
に
対
す
る

関
心
が
一
段
と
高
ま
り
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町
に
お
い
て
も

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

｀
町
づ
く
り
を
進
め
る
目
的
に
お

い
て
、
風
と
太
陽
を
利
用
し
た

ク
リ
ー
ソ
で
環
境
に
や
さ
し
い

省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
灯
を
鹿
野
川
園

地
内
の
駐
車
場
横
に
取
り
付
け

ま
し
た
。

省エネルギー灯設置（鹿野川園地内）

風

博

通

信

こ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
灯
に
は

上
部
に
風
力
発
電
機
（
風
車
）
が

取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
風
速

ニ
メ
ー
ト
ル
の
風
で
回
転
し
発

電
を
始
め
、
強
風
に
な
る
と
羽

根
の
角
度
を
風
向
か
ら
反
ら
せ

回
転
を
抑
え
、
風
が
鎮
ま
る
と

自
動
的
に
復
帰
す
る
空
気
力
学

と
重
力
作
用
を
自
ら
行
う
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
風
車
の
真
下
に
は
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
二
枚
取
り

付
け
ら
れ
、
太
陽
光
に
よ
っ
て

も
発
電
す
る
風
力
と
太
陽
光
の

両
用
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
発

電
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

発
電
さ
れ
た
電
気
は
、
下
部

の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
畜
電
さ
れ
、

現
在
は
夜
間
に
風
の
博
物
館
案

内
灯
と
し
て
点
り
、
モ
ニ
ュ
メ

ソ
ト
と
し
て
の
効
果
も
担
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電

柱
を
建
て
て
ケ
ー
ブ
ル
を
引
く

の
に
比
べ
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

当
町
と
し
て
は
今
後
と
も
、

街
路
灯
、
非
常
用
電
源
に
利
用

す
る
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。r
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十
二
月
三
日
大
野
町
長
、
松

本
議
長
、
神
井
ダ
ム
対
策
特
別

委
員
長
が
加
戸
知
事
を
訪
ね
、

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
促
進
の
陳
情

を
行
い
ま
し
た
。

町
長
は
「
肱
川
町
は
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

受
け
入
れ
て
い
る
か
ら
に
は
早

く
着
工
を
願
い
た
い
」
と
訴
え
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
来
年
(
+

二
年
）
に
は
平
成
十

三
年
度
の

予
算
が
分
か
る
、
十
三
年
度
予

算
で
も
ダ
ム
建
設
の
目
処
が
立

た
な
い
場
合
は
、
肱
川
町
は
建

設
受
け
入
れ
か
ら
十
年
間
放
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
説
明

し
、
「
松
山
市
長
に
、
そ
の
場

合
は
ダ
ム
建
設
受
け
入
れ
を
中

止
し
た
い
、
と
申
し
入
れ
て
い

る
」
こ
と
を
伝
え
、
知
事
の
考

え
を
尋
ね
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
加
戸
知
事
は

「
肱
川
町
の
気
持
ち
は
十
分
理

解
し
て
い
る
。
建
設
省
が
来
年

早
々
に
は
長
浜
町
の
懸
念
事
項

に
回
答
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

大野町長

県知事にダム

建設促進陳情

県
と
し
て
も
問
題
解
決
の
切
り

ロ
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、
肱
川
町
が
主
張
し
て

い
る
建
設
と
中
予
分
水
の
同
時

進
行
（
二
頭
立
て
馬
車
方
式
）
に

つ
い
て
も
、
「
基
本
的
に
は
下

流
域
（
特
に
、
長
浜
町
）
の
合

意
が
な
け
れ
ば
着
工
で
き
な
い
」

と
の
建
設
省
、
県
の
従
来
の
考

え
を
強
調
さ
れ
、
町
長
か
ら
は

「
何
も
か
も
形
が
整
っ
て
か
ら
、

と
言
っ
て
い
た
の
で
は
い
つ
に

な
る
か
分
か
ら
な
い
。
エ
夫
を

し
て
ほ
し
い
。
」
と
重
ね
て
お

願
い
を
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
玉
井
県
議
会
議
長
、

池
田
水
資
源
対
策
委
員
長
を
訪

ね
ま
し
た
。

建
設
省
、
県
で
は
、
長
浜
町

へ
の
懸
念
事
項
回
答
を
検
討
中

で
す
が
、
肱
川
町
と
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
早
期
着
工
を
強
く

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
え
ま
す
。

肱川町の実情を訴える町長



柩毯。〗。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 扇 (12)

風
邪
の
中
で
一
番
多
い
の
は

鼻
風
邪
で
、
こ
れ
を
普
通
感
冒

と
も
い
い
ま
す
。

ま
ず
、
く
し
ゃ
み
か
ら
始
ま
っ

て
次
は
鼻
水
で
、
そ
れ
か
ら
鼻

づ
ま
り
へ
と
進
み
ま
す
。

セ
キ
や
頭
痛
、
熱
も
大
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鼻
水
は

始
め
は
水
の
よ
う
で
す
が
、
次

第
に
粘
り
が
強
く
な
り
、
そ
し

て
鼻
づ
ま
り
に
な
り
ま
す
。

一
週
間
く
ら
い
で
治
り
ま
す

が
、
軽
い
風
邪
だ
か
ら
と
馬
鹿

に
す
る
と
、
時
に
は
中
耳
炎
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
油
断

は
禁
物
で
す
。

治
療
の
第
一
は
安
静
に
し
て
、

ま
ず
一
日
目
を
休
む
こ
と
で
す
。

最
初
の
一
日
を
休
む
か
ど
う
か

で
予
後
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
す
。

と
に
か
く
、
風
邪
を
ひ
い
た

と
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
体
を

暖
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
枚
余
計
に
着
る
こ
と
、

温
か
い
食
物
を
と
る
こ
と
、
卵

酒
も
結
構
で
す
が
、
お
酒
を
飲

ん
だ
時
は
血
管
が
広
が
り
血
液

が
体
の
表
面
を
多
く
流
れ
る
の

イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
に
か
か
ら

な
い
、
ま
た
は
軽
く
す
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
方
法
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

風
邪
の
予
防

＿
番
多
い
の
は
「
鼻
風
邪
」

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
すc
 

で
、
血
液
が
早
く
冷
え
て
余
計

風
邪
を
ひ
き
込
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
卵
酒
を
飲
ん
だ
ら
早
く
寝

る
こ
と
で
す
。

鼻
風
邪
の
場
合
は
、
最
初
の

一
日
を
体
を
暖
め
て
休
む
だ
け

で
治
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
イ
ン
フ
）
エ
ン
ザ
は
”
か
ぜ
“

と
似
て
い
る
け
れ
ど
違
う
！

イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
の
軽
い
も

の
は
、
他
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
る
風
邪
と
の
区
別
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
の
多
く
は
、
風
邪

よ
り
も
症
状
が
激
し
く
、
肺
炎

な
ど
合
併
症
も
お
こ
し
や
す
い

の
が
特
徴
で
す
。
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、
軽
い
せ
き
と
微
熱
程
度

で
イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
を
恐
れ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

よ
う
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
＼

イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
を
疑
い
、
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
を
洗
う
こ
と
が
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ

と
を
示
す
、
こ
ん
な
実
験
が
ア

メ
リ
カ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
染
予
防
に
手
洗
い
は

こ
ん
な
に
効
果
が
あ
る

イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
ワ
ク
チ
ソ
で

す
。
ワ
ク
チ
ソ
は
二
回
接
種
し

て
イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
に
対
し
て

有
効
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
以
外
の
風
邪

ま
で
ワ
ク
チ
ソ
で
防
げ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
イ

ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
ワ
ク
チ
ソ
の
接

種
は
、
平
成
六
年
の
予
防
接
種

法
改
正
に
よ
っ
て
、
学
校
や
保

健
所
な
ど
で
一
斉
に
行
う
こ
と

は
中
止
と
な
り
、
現
在
で
は
個

別
に
医
療
機
関
で
う
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
イ
ソ
フ
ル
エ

ソ
ザ
ワ
ク
チ
ソ
接
種
に
あ
た
っ

て
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

嘉孟誓今し：喜こえ繁嘉： ［イ[久心；品虚〗讐し竺茫互定狭
にに‘る目り中のる度うプ°スはウ‘ノがい‘りウベんたいつい
な有手こやもを結こ合‘‘を；に‘イプ握部別まイりで゜人て部
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(13) ~毯。 q 。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 臼座繹＇

今年は2000年、 国勢調査の年です。
合年2000年は、 5年に一度の国勢調査が実施さ

れる年。 10月1日現在で、日本に住んでいるすべ

ての人を対象に行われます。

調査の結果は住みよい日本にするための計画や

行政を行うための基礎資料として活用されます。

21世紀の新たなステップのために、皆様のご協

力をお願いいたします。

閤
圏
⑳
面
圏
麟
麟

畑
文
化
財
陪
火
完
ぶ
醤
衷

姜
憂
扇
急
＄
怪
鸞
；
象

昭
和
二
十
四
年
の
こ
の
日
、

世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
、
法

隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
全
焼
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
文

化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
文

化
財
に
対
す
る
防
火
意
識
の
高

揚
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
に
も
数
多
く
の
文
化

財
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財
は
先

祖
か
ら
受
け
継
い
だ
貴
重
な
財

産
で
あ
り
、
私
た
ち
は
次
の
世

代
に
こ
れ
を
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
貴
重
な
財
産
を
火
災
で

失
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

文
化
財
の
防
火
に
努
め
ま
し
ょ

ぅ0

文
化
財
の
近
く
で
は
、
た

き
火
を
し
な
い
。

〇
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し

な
い
。

0
文
化
財
周
辺
の
整
理
整
頓

に
努
め
る
。

、．`
ば霊

脳
胃
言
偽
。

成人になった皆さん
国民年金加入で20歳のスタ 一卜
成人の仲間入りをされる皆さん成人おめでとうございます。皆さんは、 20歳になって何から始め

られますか。

晴れて大人の仲間入りをされた皆さんには、選挙権など様々な権利とともに義務が生じることに

なります。

例えば、国民年金の加入もその一つです。 20歳と同時に加入し、保険料を納めることも大切な義

務です。（勤めの場合は厚生年金または共済年金に加入）

国民年金は、皆さんを中心に若い世代が保険料を納めることによって、お年寄りの年金を支え、

また皆さんの老後の所得保障だけでなく、万ーの事故 ・病気に対しても安心して生

活できる制度です。

20歳になったばかりの皆さんは「年金なんて遠い将来のこと…」と思われるでしょ

うが、ちょっと考えてください。

人は、誰でも年をとります。

もし、年金を受けられなかったらどうしますか。

将来を生きがいのある豊かなものにするために「備えあれば憂いなし」のとおり、

そのときになって慌てぬように若いときから準備しましょう。

20歳になったあなた、社会人になる機会に、年金制度について考えてみましょう。

〔お問い合わせは、役場年金担当窓口へ〕

（
 



霰。9。⑱ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 且 (14)

地
震
に
備
え
て

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被

害
を
最
も
少
な
く
す
る
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
が
地
震
に
つ
い

て
関
心
を
持
ち
い
ざ
と
い
う
と

き
に
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
地
震
が
発

生
し
た
時
の
正
し
い
心
構
え
を

身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か

ら
次
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
、

万
一
の
場
合
の
行
動
に
つ
い
て

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

1
初
期
消
火
や
幼
児
・
老
人

な
ど
の
避
難
は
、
誰
が
責
任

を
も
つ
か
な
ど
を
話
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

2

タ
ソ
ス
や
食
器
棚
な
ど
は

壁
な
ど
に
固
定
し
、
重
い
物

や
不
安
定
な
物
は
高
い
所
に

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。

3

万
一
の
出
火
に
備
え
て
、

消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を

用
意
し
た
り
、
風
呂
の
水
を

た
め
て
お
く
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

に
つ

4

非
常
持
出
し
品
を
リ
ュ
ッ

ク
な
ど
に
入
れ
、
い
つ
で
も

持
ち
出
せ
る
場
所
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

5

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
誤
が
起
き
た
ら

1
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身

を
か
く
し
、
近
く
に
座
布
団

な
ど
が
あ
れ
ば
頭
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

2

火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

3

ゆ
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
、

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

4

二
階
に
い
る
と
き
は
、
そ

の
ま
ま
ゆ
れ
が
お
さ
ま
る
ま

で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

5

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

は
道
路
の
左
端
に
止
め
、
車

を
離
れ
る
と
き
は
、
キ
ー
を

つ
け
た
ま
ま
に
し
ま
し
ょ
う
。

叫
川上支署

塁 均 所 平

＇ 
>

等

靡 靡
出冒 旦算数 昇1;:: 

計と 世一

に 算帯
応 応 い
じ に じ ＜ 
て 応 て ら

掠
険
覗
は
醒
掠
を
遁
営
す
る
た
め
に
泌
嬰
な
鉗
漉
で
す
。

泌
ず
納
鋤
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
税
の
決
め
か
た

保
険
税
額
は
、
各
世
帯
ご
と

に
所
得
や
構
成
人
数
な
ど
に
よ
っ

て
、
以
下
の
計
算
方
法
を
組
み

合
わ
せ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
税
額
は
、
当
初
は
前
年

度
の
保
険
税
額
を
基
礎
に
暫
定

的
に
決
め
ら
れ
、
そ
の
後
算
定

さ
れ
ま
す
（
本
算
定
）
。
調
整
な

ど
に
つ
い
て
は
市
町
村
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

RR◎@R 

保険税は資格ができたらその月分から納めます。

やめた ② 他 入転①他

と健康，の たし市の区

き きと村町か

ら

↓ ↓ 

で翌か日 でぎすまその日

す喜 ら か

°保国 ゜ら

の 履

， 贋腐

保
険
税
の
納
め
か
た

医
療
に
か
か
っ
て
い
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
保
険
税
を
納
め

な
い
人
が
い
る
と
、
き
ち
ん
と

納
め
て
い
る
人
と
の
公
平
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
国
保
の
健

全
運
営
に
支
障
を
き
た
し
て
し

ま
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
来

た
ら
、
支
払
い
期
限
内
に
世
帯

主
が
責
任
を
も
っ
て
納
め
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
資
格
が
で
き
る
と
き

国
保
の
資
格
が
で
き
た
ら
納
め
る
保
険
税

保
険
税
は
国
保
の
大
切
な
財
源
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社゚
協
た
よ
り

第
二
十
九
回
、

高
齢
者
趣
味
の
作

品
展
及
び
、
こ
と

ぶ
き
文
化
フ
ェ
ス
ィ

バ
ル
が
、
十
一
月

十
日
か
ら
十
一
月

十
二
日
ま
で
五
十

崎
町
中
央
公
民
館

に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、

八
幡
浜
地
方
局
管

内
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
を
参
加
資
格

と
し
て
お
り
、
ニ

市
三
郡
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
に
よ
る

作
品
が
多
数
出
品

さ
れ
、
肱
川
町
も

町
老
連
手
芸
部
、

個
人
で
は
数
十
人

が
出
品
い
た
し
ま

し
た
。一
堂
に
並
ん
だ

作
品
は
、
ど
れ
を

観
て
も
立
派
な
も

の
ば
か
り
で
日
々

の
努
力
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
な

．

□[ロ

作
品
で
し
た
。

当
町
の
出
品
し
た
作
品
は
、

お
し
く
も
金

・
銀
・
銅
に
は
入

賞
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
町
老

連
手
芸
が
出
品
し
た
十
点
余
り

の
作
品
と
、
町
老
連
飛
野
副
会

長
が
出
品
し
た
写
真
部
門
が
佳

作
に
入
り
ま
し
た
。
中
日
の
十

日
に
行
わ
れ
た
こ
と
ぶ
き
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
式
典
に
お

い
て
、
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
こ

れ
を
期
に
ま
た
来
年
も
今
年
以

上
の
作
品
を
創
作
し
よ
う
と
誓

わ
れ
た
よ
う
で
す
。

講
演
は
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

肱川町社会福祉協議会

s (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久

保

兵

頭

誠

喜

様

と
題
し
て
、
前
愛
媛
県
教
育
会

理
事
長
の
大
野
憲
先
生
よ
り
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、

各
地
区
代
表
の
演
芸
大
会
に
移

り
踊
り
、
歌
の
披
露
が
あ
り
ま

し
た
。
来
年
度
の
再
会
を
期
し

て
盛
大
に
終
わ
っ
た
フ
ェ
ス
ィ

バ
ル
で
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

赤い羽根共同募金
総額 818,375円

（追加）肱川中学校

広報12月号において募金の実績

額を報告していましたが、その後、

募金をいただきました。

この募金は、 1月に県共同募金

会へ送ります。

ご協力ありがとうございました。
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十
一
月
二
十
一
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
手
芸

部
は
日
ご
ろ
の
手
芸
作
品
を
展

示
即
売
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
勢
の
お
客
さ
ん

で
完
売
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
多
額
の

収
益
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
今

後
の
活
動
資
金
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
不
透

明
な
世
相
を
反
映
し
て
、
社
会

は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
社
協

は
何
を
す
べ
き
な
の
か
困
惑
し

ま
す
が
、
町
民
の
方
々
の
要
望

に
で
き
る
だ
け
の
事
は
行
う
所

存
で
す
。

本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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森
は
人
の
生
活
を
守
り

人
は
新
し
い
時
代
を
創
造
す
る

森
林
組
合
だ
よ
り

二
0
0
0年、

原
木
乾
し
い
た
け
時
代
を
築
く

た
め
に
＿
人
ひ
と
り
が
考
え
工

夫
し
て
良
品
を
つ
く
ろ
う

9

朔rf 

平 成 12年
賀 ～； 新 」、

2000年
肱川の林業に明るい明日を

肱川町森林組合

役職員一同

椎
茸平
成
十
二
年
元
旦
よ
り

健
や
か
な
芽
切
り

゜
枝打ちを しま しょ つヽ ー・ ~ P A R T 2 ~ 

゜11月号で、木の枝と幹の細胞の違いから、枝打ち方法について述べました。
合回は、枝打ちの効果 ..時期について説明しますので、皆さんも “枝打ち＂をして見ませんか。

l枝打ちの効果 I

①材質を向上させる

●節が中心部分へおさまり 、無節または節が小さく 、かつ少ない材を生産する。

●樹冠の位置を高めることにより、枝下部の直径生長を促して完満な材をつくる。

●枝つきのバラソスをとり 、偏心を防ぎ、曲がりも防止する。

●枝打ちの強度や回数を間伐の組み合わせで、年輪幅を均ーにする。

②健全な森林を育成する

●林分の日照、通風を良好にし、病害虫の発生を防止する。

●林冠をすかせることで、林床植生の成育が促進され、表土の流亡防止、地力維持に役立つ。

●林木の大きさが揃った林分ができる。

●枝葉量を調整することにより、立木密度を保持できる。

●林内の歩行や間伐等の作業がしやすくなる。

1枝打ちの時期 I

生産目標である、 10.5cm角 •3mの無節柱材を作るためには、幹の直径が6.5cmになるまでに、
枝打ちをしなければなりません。

また、枝直径が大きいほど巻き込み年数がかかるので、枝直径が2cm以下で打つようにします。

実施時期は、樹液流動の停止期の10月～3月の間で最も良いのは2月と 3月、次が10月ですが、厳
寒期は避けたほうが良いです。

また枝打ちの際の幹に対する損傷は、菌害・虫害を招きやすく、ボタ‘ノ材の成因となるので十分な

注意が必要です。
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ケヤキ

記念には、木を植えてみませんか！
林業改良指導員 渡邊邦彦

・・・・・・・・・成人の記念には．．．．．．．．．

その堂々たる樹姿は、広く各地に見られます。

新葉を初夏の風にひるがえし、落薬して枝こまやかなこずえが冬空を飾り「われここにあり」の気概を示

しています。ケヤキは用材としても、長大な木材がとれることや、木目の美しさ、また磨けば光沢を放つ

ことなどから尊ばれ、古くは「けやけき木」、すなわち「際立つ木」の名を与え られていました。それが転

じて 「ケヤキ」と呼ばれるようになりました。将来への気概にあふれる成人の祝いに植えたい木ですね。

植える時期 11~12月 ・2~3月

日当たりのよい、適湿で肥沃な士質を好みます。

乾燥に弱いので注意が必要です。

開花期 4~5月 結実期 10月

マッ
人生の門出を祝うのにふさわしい常盤木（ときわぎ）です。

「松は双葉より棟梁（とうりょう）の思いあり」、つまり第一歩から志が強いことをあらわします。

植える時期 2~4月 開花期 4~5月 結実期 10~11月

ヒノキ
古来極めて尊重された木です。日本に “縦びき鋸”が近世までなかったのは、木目がまっすぐで、すっ

ばっと割れるヒノキやスギが豊富だったためです。

ヒノキの“ヒ”は「火 ・日」で、最高のものをあらわす接続語だそうです。

植える時期 3~4月 ・9~10月 開花期 3~4月 結実期 10月

モモ
女性の成人記念にふさわしい木です。

邪気不祥を払い、羽化登仙の仙果をつける霊力から、魔除けの木です。

植える時期 11~12月 ・2~3月 開花期 3~4月 結実期 6月

三 直―ー一喜 ニ―------[
優良材生産は直材づくりから．I

県森連市況
平成11年12月22日市

大洲木市 （単位面当り： 円）

長さ 末口径
スギ ヒ ノキ マッ

その他
直曲がり 直 曲がり 直

7"'下i ［ 本 420本 287本本 56 68 5 5 本 3868 cm 本 500本 389 本 678
4m 13 cm 19,300 14,500 36,300 29,900 『4cmJ: 20,000 
18 cm 19,600 13,000 36,500 31,000 cm上24,000
2 4 cm 19 100 12 800 38 500 33 000 l3Qcm上34000 
7 CID 本 202本 本 240本本 2 1 5 
8 cm 本 本 312本 423 

3m 11 CID 12,900 20,000 

13直上土［ 
19,700 13,300 27,700 18cm上18,000

18四l 18,400 15,200 34,800 31,400 ね4cm上20,000
2 4 cm 17 200 13 000 29 600 24 000 oocm上23000 
7 cm 
本本 一一
本一 本 一

本本 一一
2m 8 cm 本 一 本 一

16ロ上t 13cm上
3 0 CID 00cm上

6m 13 cm 24,600 19,500 52,100 42,800 18 cm 23 700 19 600 47 300 
特選

足 場 lm当たり 円～円
今年もご支援、ご協力をお願いします。

備考

椎茸生性はクヌギ林造成から．I

1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

市売日 ・—•平成11年12月 6 日
市売数呈・ー •595ケース 8,830kg 
平均単価 2,242円
銘柄別単価

銘柄 価 格 相場 銘柄 価 格 相場

こうこ ～ 特用大 1,800 ~ 3,000 保
大 厚 3,500 ~ 6,500 保 特用中 2,000 ~ 3,300 保
中 厚 4,500 ~ 7,000 保 特用中小 1,500 ~ 3,000 甜；
中小厚 1,500 ~ 5,000 保 特用小 1,200 ~ 1,600 目忌
I」ヽ 厚 1,500 ~ 4,000 函号 大パレ 1,300 ~ 1,800 保
大ウス 1,500 ~ 5, 000 保 中パレ 1,500 ~ 2,000 保
中ウス 1,300 ~ 5,200 保 中小バレ 1,000 ~ 1,500 街号
中小ウス 1,300 ~ 3,500 弱 Ij、パレ 600 ~ 1,000 街i
4ヽ ウス 700 ~ 3,500 蔀号 変 形 1,000 ~ 3,000 保
ジャ ミ 500 ~ 1,606 蔀号 色悪ウス 500 ~ 2,000 面号
どんこ大 ～ 色悪パ レ 300 ~ 500 蔀号
どんこ中 3,000 ~ 5,500 保 4粒ド‘ノコ ～ 
どんこ小 500 ~ 1,500 面号 スライス 300 ~ 6,300 保
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言瞬葛瞬置覇鼠醤認国躙塁言

/
-

会 話 が は ず ん で

バザーの様子

正
山
分
館
で
は
、
十
二
月
五
日
（
日
）
に
産
業
文
化
祭
を

行
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
小
学
校
の
学
芸
会
を
行
い
、
午

後
か
ら
、
バ
ザ
ー
、
映
画
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
を
行
い

ま
し
た
。

大
谷
分
館
で
も
十
二
月
五
日
（
日
）
に
大
谷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
野
菜
の
品
評
会
や
、
グ
ラ
ウ
ソ
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
バ
ザ
ー
、
ス
ボ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
写
真
展
示
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

千
大
谷
分
館

歪
正
山
分
館

＼ 

t
l
9
 

r
 

匂し
(
)
、
?

/
L
,
J
 

、T、℃

゜編集•発行

肱川町 公民 館
B (0893) 34-2307 

バザーの様子

野菜を囲んで
＼ 

冨 r

-'―..... 層鵬
カラオケ大会

バザーの様子 農産物を囲んで

予
子
林
分
館
で
は
、
十
二
月

五
日
に
農
業
祭
を
行
い
ま
し
た
。

農
産
物
の
品
評
会
、
バ
サ
ー
、
趣

味
の
作
品
展
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

分
館
だ
よ
り
も
こ
れ
ま
で
に
三

回
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
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歌
麿
版
画
旋
風
を
巻
き
お
こ
す

9
 ．．
． 
ゞ
ゞ
蕊
・

5器
窓
蜘
忍
真
麗
総
翌
召
．
如
．
砂
蟷
盛
愁
．
＂
．
裟
ぶ
．
緊
．

麟
~ご
．．．
 
臨翠，＂
淡・
ぶ
砂
ぎ
忍
翠
．．
 
紅
亨
．
恥
3
翠

x．裟＂
t
＂＂"臨．裟翁喜ぶ釘．姦`
．＂＂．召．苓怒竺＂い

．9・メ汝
・紹，＂
t
．芝．翠臨澤．忍誓．
＂．裟砂
x．ぶ
．只・ゞ＂奴

歌
麿
版
画
抽
選
会
を
、
十
二

月
十
六
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら

風
の
博
物
館
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
版
画
は
、
町
内
で
発
見

さ
れ
た
版
木
を
も
と
に
復
刻
し

た
も
の
で
、
初
摺
り
百
部
を
作

成
し
、
そ
の
う
ち
、
七
十
部
を

限
定
販
売
す
る
も
の
で
、
三
枚

続
き
の
版
画
を
一
組
と
し
て
額

装
し
、
限
定
番
号
と
認
定
書
を

つ
け
た
も
の
で
す
。
発
売
す
る

と
公
表
し
た
と
こ
ろ
、
十
一
月

一
日
の
応
募
開
始
か
ら
、
十
一

月
三
十
日
ま
で
一
ヶ
月
で
、
全

国
か
ら
約
二
千
四
百
通
を
越
え

る
は
が
き
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
初
摺
り
を
希
望

さ
れ
た
二
千
二
十
五
通
が
対
象

と
な
り
、
競
争
倍
率
は
二
八

・

九
倍
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
職
員
が
初
摺
り
を

希
望
さ
れ
た
方
の
は
が
き
を
箱

の
中
に
入
れ
、
箱
の
中
か
ら
一

枚
だ
け
抽
＜
抽
選
方
法
を
と
り
、

七
十
名
の
方
の
当
選
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
万
が
一
当

選
者
の
中
か
ら
辞
退
す
る
方
が

出
た
場
合
を
考
慮
し
て
、
予
備

当
選
者
十
名
の
抽
選
も
行
い
ま

し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
、
当
選
さ
れ
た
方
の
名
前

応 募 は が き

は
公
表
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

県
内
は
市
町
村
名
、
県
外
は
道

府
県
名
を
公
表
し
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
、
町
内
の
方
が

一
名
当
選
さ
れ
、
県
内
で
は
他

に
四
十
七
名
の
方
が
当
選
さ
れ

七
十
枚
の
う
ち
、
四
十
八
枚
は

県
内
の
方
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
梱
包
作
業
を
順
次
行
っ

て
お
り
、

一
月
六
日
に
初
荷
と

し
て
、
そ
れ
ま
で
に
入
金
の
あ
っ

た
分
を
郵
便
局
を
通
じ
て
発
送

し
ま
し
た
。

主

•
F

i._l

——•E 

大

野

確

佐 ；ミ

久底百ぢ．
保 云 •=
→ し．
取 ヨ

発表
．
 

il
-
Ji
J

t
t
.
l
.
9
1
名

9

.
,

-`』
9

•. 
，L9”-S 

上

岡

茂

刃
〇―
――
-a 

抽 選 の 子

f
J

ピ
々
1
1
t
と̀

、-c
-

I

、r
ト

．． 
9

．‘‘、

f

、3
『
t

べ
令
‘
C
9
i

洵

[

済

裟

ぷ

様

i'

梱包作業の様子 立会人のみなさん.........................................................................................................................................................................• 

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
十
世
紀
最
後
の
年
、

二
千
年
が
明
け
ま
し
た
。

今
世
紀
の
課
題
を
次
の

世
紀
ま
で
積
み
残
さ
な

い
よ
う
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
一
年
で

す。
暮
れ
か
ら
新
年
に
か
け
て
、

コ
ソ
ビ
ュ
ー
タ
の
二
千
年
問
題

で
世
界
中
が
緊
張
し
ま
し
た
。

幸
い
、
水
道
、
電
気
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ソ
に
は
何
の
問
題
も

な
く
、
平
穏
に
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
多
く
の

人
々
の
、
長
期
間
に
わ
た
る
努

カ
の
お
か
げ
で
す
。

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
を
作
っ
た
の

も
人
間
。
使
う
の
も
人
間
。
誤

作
動
を
防
ぐ
の
も
人
間
。
二
千

年
問
題
も
、
最
終
的
に
人
間
の

問
題
に
帰
結
し
ま
す
。

正
月
三
日
に
は
、
吉
田
松
蔭

を
主
人
公
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
を
見
ま
し
た
。
松
蔭
の
人
間

観
や
教
育
観
が
端
的
に
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。
明
治
維
新
の
原

動
力
と
な
っ
た
人
材
を
数
多
く

輩
出
し
た
、
松
蔭
の
教
育
が
理

解
で
き
ま
し
た
。

い
つ
の
世
も
、
人
を
育
て
る

こ
と
が
、
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
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第
十
七
回
健
康
マ
ラ
ソ

ソ
大
会
・
第
十
八
回
駅
伝

大
会
を
十
二
月
十
二
日

（
日
）
、
肱
川
中
学
校
グ
ラ

ウ
ソ
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

悪
天
候
の
た
め
、
二
年
連

続
で
中
止
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
晴
天
の

中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
で
す
と
一
月
下
旬
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
イ
ソ
フ

ル
エ
ソ
ザ
の
流
行
時
期
と

な
る
た
め
、
今
年
は
十
二

月
に
行
い
ま
し
た
。
健
康

マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
約
百
二

十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

こ。t
 
今
年
は
例
年
の
駅
伝
コ
ー

ス
の
一
部
が
道
路
工
事
の

た
め
使
用
で
き
ず
、
六
区

間
を
四
区
間
に
短
縮
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
同
日
に

他
で
も
駅
伝
大
会
が
行
わ

れ
た
た
め
、
一
般
の
部
の

参
加
が
少
し
減
少
し
ま
し

た
が
、
三
十
四
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で

す。

風

駆

け

る
健 康 マ ラソ

第17回

ン

| 1 kmの部I
健康

lI五 小学生以下 小学生男子 小学生女子

1 冨永優太 中野真樹 令宮 美貴

2 浜崎亜依 三瀬裕貴 今フ r呂と~ 沙貴

3 西原めぐみ 大野正和 今フ......., 呂 麻衣

マ
駅伝のスタート

ラソン大会
|2kmの部I

lI五 小学生以下 小学生男子 小学生女子

1 藤田 隆志 浅井 萌

2 東 建二 沖野文香

3 出水翔太 沖野 由麻

|4kmの部I
lI丘 小学生男子 小学生女子 中画生男子 中高生女子

1 二宮 健太 宮田 さゆり 北 ）11 達 也 石戸 美鈴

2 土居 雅 也 山下 舞 北本 準規 石戸 初 恵

3 中野貴由輝 松本沙 矢香 井 脇 武志 平田 鮎 美

●総合順位
第18回 肱 JII 駅 伝 大

会

男 子 の 部 女 子 の 部 般 の 部

1 位 肱中卓球部 A(32分40秒）肱中 バレ ー A(42分42秒） ダ イ コ ウ(30分59秒）
2 位 肱中野球 F(33分19秒） 肱川分 校 G(43分31秒） 山鳥坂ダム工事事務所(33分‘01秒少）

3 位 肱川分校男子A(33分20秒） 肱中 バ レー B(44分20秒） 消防川上支署(36分26秒）

●区間賞

男 子 の 部 女 子 の 部 般 の 部

1 区 前田 幸男（肱中卓球 A )八洲 美菜（肱川分 校 G)水沼 裕 （ダ イコウ ）

2 区 谷川 徹（肱川分校男子A)
イ手 藤 久美子 （肱）11分 校 G )

滝野 哲哉 （山鳥坂ダム工事事務所）谷本 道子 （肱中バレー A )

3 区 山根 吉隆（肱中野球 F)西本 馨 （肱中バレー A)帽子 克彦 （ダイコウ ）

4 区 山下 裕介（肱中野球 F)三瀬瑠美子 （肱中バレーA)帽子 明彦 （ダイ コウ ）
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『
差
別
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
だ
れ
も
が
知
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
で
は
、
差
別

と
は
、
ど
ん
な
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
。
差
別
に
つ
い
て
、
き
ち
ん

と
し
た
知
識
（
正
し
く
知
る
こ
と
）

を
も
っ
て
い
な
い
と
、
”
あ
な
た
“

が
だ
れ
か
を
差
別
し
て
も
、
差
別

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
”
だ
れ
か
“

に
”
あ
な
た
“
が
差
別
さ
れ
て
も

差
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。

差
別
と
は
、
命
と
人
権
が
傷
つ

け
ら
れ
る
（
傷
つ
け
る
）
こ
と
で
す
。

差
別
と
は
自
分
の
力
で
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
で
、
不
利

益
を
こ
う
む
る
こ
と
で
も
あ
る
の

で
す
。
ま
た
差
別
と
は
、
み
ん
な

が
同
じ
で
な
く
な
る
こ
と
（
不
平

等
）
な
の
で
す
。

人
を
ば
か
に
し
、
仲
間
は
ず
し

に
し
、
い
じ
め
る
こ
と
は
差
別
で

す
。
逆
に
、
人
か
ら
ば
か
に
さ
れ
、

仲
間
は
ず
し
に
さ
れ
、
い
じ
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
差
別
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
の
で
す
。
』

差
別
つ
て
な
ん
だ
ろ
う

正
山
小
学
校大

江

恭

輔

じ
ん
け
ん
の
詩
」

「
人
権
読
本

よ
り人
権
教
育
の
必
要
性
を
説
く
と

き
、
私
は
い
つ
も
こ
の
短
い
文
章

を
頭
に
浮
か
べ
ま
す
。
正
し
い
知

識
を
も
た
な
け
れ
ば
、
自
分
の
し

て
し
ま
っ
て
い
る
差
別
に
気
づ
け

な
い
し
、
自
分
が
差
別
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
け

な
い
で
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
も
し
自
分
が
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
人
を
差
別
し
て

い
た
と
し
た
ら
と
て
も
怖
い
こ
と

で
す
し
、
差
別
的
な
言
葉
を
平
気

で
使
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
と
て

も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

学
校
で
は

「
差
別
し
な
い
、
差

別
に
負
け
な
い
、
差
別
を
許
さ
な

い
子
ど
も
を
育
て
る
。
」
こ
と
を

目
標
と
し
て
人
権
教
育
を
実
践
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
目
は

確
実
に
差
別
を
見
抜
く
力
を
備
え

て
き
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
大
人

も
少
し
ず
つ
学
習
し
、
差
別
に
対

す
る
感
覚
を
磨
き
、
そ
れ
を
許
さ

な
い
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
残
す
と
こ
ろ
あ

と
一
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ

ど
、
二
十
一
世
紀
に
差
別
を
持
ち

越
さ
な
い
た
め
に
。

（
 

I 
平成11年度

| 
自然観察会
対象．小学生以上
（小学生は保護者同伴）

定員： 50人
時間： 9: 00,...___,16: 00（予定）

●冬の石鎚山 直
開講日： 2月13日（日） 募集締切： 2月3日（木）
場所：石鎚成就社 紺

石鎚登山ロープウェ ー運賃（中学生以上

1,710円、小学生860円）と休憩所使用料
1人100円が必要です。

I 
各種講座のご案内(~3月）

I 
科学I作教室
対象：小学4年生～中学生
（＊は小学5年生～中学生）

定員： 20人
時間： 13: 00,....__,16 : 00 

•コイルでゆらゆら
開講日： 2月26日（土）
材料費： 1,000円程度

県総合科学博物館からのお知らせ

ヽ

ー

ノ

、

ー

ノ

木

9
旦

木（
 
日2
 

み
2

作
集

鱈

ce,鰐

月3
 

を
募

集募

生

＜
 

：益

学

讐

室

丑
教
生

15
ろ
58

草野
128
麟

な

月

条

応

な

月

3

ろ
3

験
4

近
9
戸

実

学

人

．．
 

ヽ
．．
 日

．．．．．． 

ろ
講

身
昌
学
小
2
0
1
3
L

の
講
春
開
場
和
＇
象
員
間
ぃ
開

●

対
定
時
・
_
 

くびふりモケイ＊
募集締切： 2月16日（水）

天体観測会

|こ／胃□［．護00者同伴）
●星の名前を覚えよう
開講日： 3月4日（土） 募集締切： 2月23日（水）

●お申し込み•お問い合わせ先

愛媛県総合科学博物館振興課企画普及係
〒792-0060 愛媛県新居浜市大生院2133番地の2

TEL(0897)40- 4105 

＊募集締切 原則として開講日の10日前必着です。 ロ写 ・繭蜘廻
＊受講料 無料です。ただし、材料費などの実費を負担していただくものが 口写 "[Il}U"'”，'E QI; 0受0旗0を教集宝望0し回ま目の

あります。 薯i す．

＊申込方法 往復はがきを使用してください。 1枚のはがきで、 1講座 ・1名 叱話芦 tiぷ益言c•なばi宮み
(1組 ）の申し込みができます。 （自然観察会は1枚で3名まで。） 総合科学博物館 印

応募者が定員を超えた場合は抽選で決定し｀全員に結果を通知し ●●●企●●及• 只「屡苔託忠笞名:9 ::“•: : 
ます。 くよう

往信用はがきの裏には、 希望する講座の回 ・内容 ・開講日 ・氏名 ●場書●然合更111をユ霞全記全員入てのし年て2齢名下U上住所記入・●す区る
年齢 ・ 住所・ 電話番号、 児童 • 生徒の場合は学校名と学年を、 返 さい

信用はがきの表には、応募者の住所 ・氏名を記入して下さい。
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2
 
月 のヵ
■濯．冨疇署

レ ン
保健センター
B34 -2340 

グ 1----~ 

［行事予定表J
種別 日（曜） 19了- 事 場 所 時 間

成 15（火）
リハビリ教室 保健セ‘ノター 13:00,...__,16:oo 

人
18（金） 元気印教室 保健セソタ ー 13:30,..._,16:oo 

保

健 25（金） 健康づくり料理教室 大谷公民館 10:00"-.;14:oo 

母 9 （水） 幼児教室 9 :30,--...,13:30 

子
三種混合予防接種21（月） 保健セ‘ノター 13:30,...._,14:oo 

保

健 24（木） 1 歳 6 か月児• 3歳児健診 13:00,.__.,14:oo 

4 （金）

精

神
10（木）

保
デイケアー 保健セソタ ー 8 : 30,.._, 16: 00 

健
15（火）

25（金）

日（曜） 主 な 1ヽ了一 事

1 （火） 不用犬引取り

4 （金） 肱川中少年式

~7（土）
歌(1麿/3版画アメリカ使節団訪問
1~) 

11（金） 消防出初式

15（火） 不用犬引取り

16（水） 所(~得3税/確7定)申告納税相談開始

17（木） 町議会議員全員協議会

19（土） 古紙収集

21（月） 定例部落長会

28（月） 町税等出張受入れ

29（火） 不用犬引取り ・納税相談

2月の不燃物収集

2月15日（火）から

（出すのは14日中に）

収集地区 正山 ・岩谷 ・予子林地

区、八重栗、上森山、京造、見の

越、月野尾、大和（久下・上石丸

除く）、中野（上中野除く）、上・

下鹿野川

収集日

2
 
月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

6 (日）
菊原外科医院

24-4646 
（若宮）

11（金）
石村整形外科

23-5767 
（若宮）

大洲記念病院
25-2022 

13(日）
（徳森）

石村病院
52-0275 

（長 浜）

般 20(日）
ごうお小児科

24-3936 
（西大洲）

27(日）
村上医院

24-2346 
（常盤町）

救 月・火 市立大洲病院
24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。
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